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研究成果の概要（和文）：保育現場において実際の保育場面の観察と仮想場面における保育者の子どもへの関わ
り調査を実施した。また、研修あり群にはコミュニケーション・スキルに関する保育者研修を実施した。その結
果、実際の保育場面の観察では、研修あり群において、保育者研修の事後調査で保育の質の評価得点が上昇し
た。このことから、コミュニケーション・スキルに関する保育者研修の効果が示唆された。仮想場面のかかわり
課題では、保育経験年数が長くなると、かかわりの種類が多くなる傾向が見られた。このことから、経験年数が
長くなると子どもへのかかわり方のバリエーションが増えることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：Observation of actual childcare situations and a survey of caregivers' 
interactions with children in hypothetical situations were conducted at childcare facilities. In 
addition, training on communication skills was provided to the group with training. The results of 
the observation of actual childcare situations showed that the scores for the quality of childcare 
increased in the group with training in the post-survey of the childcare provider training. This 
suggested the effectiveness of the training on communication skills. In the task of relating to 
hypothetical situations, there was a tendency for the number of types of involvement to increase as 
the years of experience in childcare increased. This suggests that longer experience increases the 
variety of ways to interact with children.

研究分野： 保育学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
子どもの言語やコミュニケーションを支えて広げることは、保育者の役割の中で非常に重要なものである。本研
究では、「保育プロセスの質」評価スケールを参考にしながら、保育者が、「子ども同士の会話を支えるこ
と」、「子どもが他者の言葉を聞くように支えること」などの視点から、保育現場での保育者の子どもへの関わ
りを観察するとともに、仮想場面での調査を実施した。本研究の結果から、保育者対象の研修を実施することに
よって、保育者の子どもへのコミュニケーション・スキルを向上させることが示唆された。これらのことから、
保育者対象の研修プログラムの効果を明らかにした点が、本研究の社会的意義であると言える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
子どもの学業その他において言語力が大事であり、その要が語彙力である（内田,2011）。その語
彙力の発達において幼児期および小学校の時期にすでに格差が生まれている（Sylva et 
al.,2010）。そこで幼児教育において子どもの語彙力を増やし格差を是正する試みが必要である
と考えられる。幼児教育において語彙力を増すであろう幼児教育の環境要因を調べ、特に家庭環
境において語彙力が低めの幼児の語彙力を上げる方策が必要である。その学術的背景には「幼児
教育の質」と「語彙発達の要因」と「語彙力を増すための介入方法」の３つの領域が関連する。 
 
(1)幼児教育の質についての研究 
欧米においては、幼児教育の質について今まで多くの研究がなされてきた。アメリカでは、教師
の特徴や教育レベル、保育室の子どもの人数、カリキュラム、相互作用の質などの生態的な特徴
が子どもの学力や認知スキルに影響を及ぼすことを示唆した研究  (Mashburn,A.J, 
&Pianta,R.C.,2010)がある。また、イギリスでは、小学校就学前の幼児教育経験が小学校入学後
の子どもの発達全般を高め、幼児教育を受けた期間が長い方が文字能力や算数能力の向上に効
果があったとする研究や北アイルランドの子どもを 3 歳から 11 歳まで追跡調査し、就学前教育
の質の効果が 11 歳時点での国語（英語）と数学の成績に影響していることを明らかにした研究
などがある。しかしながら、日本においては幼児教育の質を検討した研究は少ない。 
 
(2)幼児の語彙発達に及ぼすさまざまな要因についての研究 
子どもの語彙力に及ぼす幼児教育環境の影響を調べた研究では、白川や原らの一連の研究
(2014a,2014b,2014c)において、家庭の文字環境と小学校１年生のリテラシーとの正の関連があ
ることを明らかにしたものの、園の文字環境と小学校１年生のリテラシーとの関連は弱かった。
このことから、次の２つが考えられる。家庭での教育格差が子どもの成績に反映するものの、幼
稚園や保育所はその教育格差の是正に成功していないか、または、子どもの語彙力に影響する要
となる保育の要因がこれまでの研究で測定されていない保育者の要因、とりわけその子どもに
対する保育者の発話のあり方なのではないか、ということである。保育者の影響については、
Siraj-Blatchford(2010)が、保育者と子どもの相互作用場面を観察し、子どもの思考に焦点を当
てた保育者の関わりが子どもの語彙力を含む認知的発達に影響することを示唆している。また、
内田ら(2009)の研究では、幼稚園や保育所の保育者に対して、文字環境観、保育形態、保育環境、
子どもへの関わり方をアンケート調査し、幼児の語彙力との関連を見たところ、保育形態が（一
斉保育か自由保育か）によって語彙力に有意差が見られ、自由保育の場合に語彙力が高いという
結果を得ている。さらに、内田(2010)は、親のしつけが強制しつけ型よりも共有型しつけスタイ
ルの場合の方が子どもの語彙力が高いことを明らかにした。しかしながら、この研究は、保育形
態や親のしつけスタイルと幼児の語彙力との相関を調べたものである。以上から、日本の研究で
は、実際の保育者自身の幼児とのコミュニケーション・スタイルと幼児の語彙力との関係を調べ
た研究はまだ行われていない。 
 
(3)研修を通して子どもの語彙力を増すための保育者の保育スキル向上のための介入研究 
わが国における保育者の専門性の向上については、「子ども・子育て新制度」の施行により、保
育者に対して研修会参加の機会をさらに与えていく方向に進んでいくことが期待されるが、従
来型の研修の数が増えているだけで、そこに実技系と講義系の研修が統合されていないという
問題点がある。2 つめの問題点として、研修の有効性がまだ明らかではない。子どもの認知的発
達を促進するという研究結果(Siraj-Blatchford,I.,2010)から、幼児教育の質を高めることに有効
な保育者の言語的コミュニケーションスキルの向上を目指した保育者研修プログラムの開発が
必要である。それは、理論ベースを明確にし、スキルとしての習得を可能にし、それらの効果を
実証的に検証する。これらのことから、保育者自身のコミュニケーション・スタイルについてフ
ィードバックを受けることができるワークショップ型の研修が、幼児の語彙力を向上させるた
めの保育者のコミュニケーションの質の向上に寄与するのではないかと予想される。しかしな
がら、日本ではこのようなワークショップ型の保育者研修はまだ実施されていない。 
 
２．研究の目的 
本研究の第１の目的は、幼児の語彙力の発達に及ぼす保育者と子どもの相互作用の質、特に保

育者の言語的コミュニケーション・スタイルの個人差を検証することである。欧米の研究では、
幼児の語彙力を伸ばすためには、保育者の語彙の異なり数が多いこと、子どもとのやり取りが一
方的ではなく応答的で拡張的であること、共感的・思考的であることなどが重要な要因として挙
げられている。本研究では、それらの要因の高低の組み合わせでスタイルを記述できることを実
証する。第２の目的は、そこから抽出された保育者のより良いコミュニケーション・スタイルを
実際の保育現場において使えるように、保育者を対象とした言語的コミュニケーションのワー
クショップ形式の研修を実施し、その事前・事後での保育者のコミュニケーション・スキルの変



化を調べることにより、保育者研修の効果について検証し、保育者研修プログラムを開発するこ
とである。 
 
３．研究の方法 

保育園の保育者 75 名を対象
として、「保育プロセスの質」
評価スケール(STTEW)の中の
「サブカテゴリー3：言葉・コ
ミュニケーションを支え、広
げる」に含まれる「項目 5：
子ども同士の会話を支える
こと」、「項目 6：保育者が子
どもの声を聴くこと、子ども
が他者の言葉を聴くように
支えること」、「項目 7：子ど
もの言葉の使用を保育者が
支えること」、「項目 8：迅速
で適切な応答を用いて」を用
いて、保育場面における観察
評価を実施した。 

 
４．研究成果 

 
 

Fig.1 に示したように、「項目５：子ども同士の会話を支えること」において、研修あり群と研

修なし群で比較したところ、有意差は見られなかった。項目５には、「子どもたちが、いつでも

好きなときに話すことができる。」、「子ども一人ひとりが話したいと思った時に話せる機会を保

障している。そのために保育者が子ども一人ひとりと、あるいは小グループとかかわっている。」、

「子どもたちが他者とのかかわりや会話、遊び等へ参加し、自ら主導しやすいようにしている。」

などの項目が含まれる。 

 
Fig.2 に示したように、「項目 6：保育者が子どもの声を聴くこと、子どもが他者の言葉を聴く
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ように支えること」において、研修あり群が研修なし群よりも有意に評価が高かった。このこと

から、保育者研修によって保育者のコミュニケーション・スキルが向上したことが示唆された。

項目６には、「子どもたちの言語的、非言語的サインに応答している。」、「子どもたちと会話をす

る時に、子どもたちと目の高さを合わせている。」、「子どもたちがじっくり考えて応答できるよ

う、長い沈黙を受け入れている。一人ひとりに必要な沈黙の長さが異なるということを認め、子

どもたちにも示している。」などの項目が含まれる。 

 

Fig.3 に示したように、「項目 7：子どもの言葉の使用を保育者が支えること」にお

いて、研修あり群が研修なし群よりも評価が高い傾向がみられた。項目 7 には、「子どもたちの

年齢や能力に応じて、適切な言葉を用いている。」、「子どもたちが遊んでいる時に、遊びの様子

を適宜言葉で表現することで、語彙の手本を示したり、子どもたち自身の思考のプロセスをわか

りやすく提示したりしている。」、「子ども一人ひとりの現状より少し上のレベルで足場かけをし、

言葉の手本を示している。」などの項目が含まれる。 

 
Fig.4 に示したように、「項目 8：感性豊かな応答」において、研修あり群と研修なし群で比較

したところ、有意差は見られなかった。項目 8 には、「保育者が興味深そうに、子どもたちの言

葉に耳を傾け、子どもたちからの質問やコメントに応答している。」、「子ども一人ひとりに対し

て、適切な時に、すぐにほめ言葉や励ましの言葉をかけている。」、「保育者がある特定の子ども

に焦点を当てたいと思った場合でも、他の子どもたちが排除されたと感じないようにしている。」

などの項目が含まれる。 
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実際の保育場面の観察では、保育者研修の事前と事後調査で保育の質評価の点数が上昇した。

これらのことから、保育者研修の効果があると考えられる。また、仮想場面のかかわり課題では、

保育経験年数が長くなると、かかわりの種類が多くなる傾向が見られた。このことから、経験年

数が長くなると子どもへのかかわり方のバリエーションが増えることが示唆された。 今後の

課題としては、保育者研修の回数を増やすことで保育者のコミュニケーション・スキルの向上が

見られるのかを検討することである。 
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日本保育学会第73回大会
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育ちと学びをつなぐ幼小接続（２） －幼小接続に関するキーワードの既知と研修の参加回数に関する調査―

幼児初期の子どもの保育内容による身体活動量の違い

The change in adolescent gender consciousness: A two-year longitudinal study of first year students in preschool teacher
training courses.

Developmental Research of ECEC Teacher’s Job Training to Improve Their Communication Skills.
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『子どもの発達理解と援助』「第９章　子育て家庭に関する現状と課題」
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育てたい子どもの姿とこれからの保育
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10の姿プラス５・実践解説書

子ども家庭支援の心理学

教育・保育の現在・過去・未来を結ぶ論点　汐見稔幸とその周辺
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